
執行委員会細則 

 

 

第１条   規約第２２条によりこの細則を置く。 

 

第２条   執行委員会は正副委員長、書記長、会計、及び執行委員を以てこれを組織する。 

 

第３条   執行委員会は２ヶ月に１回以上開き、議決並びに議決の執行に関して総会に対して責任を 

      負う。 

 

第４条   執行委員長は執行委員会を代表し、予算、決算、活動計画、その他組合規約第 18条に規 

      定する事項に関する執行委員会案を提出し、議決の執行に関する報告を行う。 

 

第５条   執行委員長に事故あるとき又は執行委員長が欠けたときは副執行委員長が、副執行委員長 

      がその任にあたり得ないときは書記長がその職務を行う。 

 

第６条   執行委員会は執行委員長が召集し執行委員の過半数の出席で成立し、議決は過半数を以て 

      決し、可否同数のときは執行委員長がこれを決する。 

 

第７条  ① 各執行委員は案件の如何を問わず執行委員長に提出して執行委員会の開催を求めるこ 

      とができる。 

     ② 各執行委員がその職権を失うのは、すべて総会の議決によるものとする。 

 

第８条  ① 執行委員会に書記局を設ける。 

     ② 書記局は書記長及び執行委員会において選任した書記若干名を以て構成する。 

     ③ 書記局は総会、懇談会、執行委員会等の会議事項の整理、その他組合の庶務を掌握する。 

 

第９条 書記長は書記局を統括し事務の整理、記録、資料の保管に関して執行委員会に対して責任 

を負う。 

 

第１０条  書記局は議事録について組合員の要求があったときには、如何なる時もこれを公開しうる 

      状態を保持しなければならない。 

 

第１１条  議事録には、総会、懇談会の場合は議長及び組合員の中から２名の者の、執行委員会の場 

      合は執行委員長及び執行委員１名の者の署名を必要とする。 

 

第１２条  執行委員会において作成した文書等の保管期間は次のとおりとする。 

① 総会議事録・総会資料・確認書  １０年 

② 広報紙・執行委員会議事録     ３年 

③ その他              １年 

 

第１３条 執行委員が活動を行った時には、手当を支給する。詳細については別に定める。 

 

第１４条 この細則は、1991年 3月 2日より施行する。 

     この細則は、2007年 6月 20日より施行する。 

     この細則は、2024年 7月 25日より施行する。 


